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［
目
的
］
藤
浪
鑑
教
授
一
門
に
よ
る
一
九
○
八
年
か
ら
一
九
三

六
年
に
わ
た
る
大
規
模
な
が
ん
疫
学
調
査
を
総
括
、
そ
の
意
義
と

戦
後
の
我
が
国
の
疫
学
研
究
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
考
察
す
る
。

［
方
法
］
こ
の
二
十
八
年
間
に
発
表
さ
れ
た
十
二
府
県
の
論
文
を

基
礎
と
し
た
。
藤
浪
教
室
で
は
、
京
都
、
滋
賀
県
（
鈴
木
信
義
）
、

香
川
県
（
小
山
三
郎
）
、
奈
良
県
（
梶
川
泰
造
）
の
四
地
区
、
林
直
助

愛
知
医
大
病
理
学
教
室
で
は
、
愛
知
県
（
野
村
久
作
）
、
岐
阜
県
（
野

村
久
作
、
吉
田
萬
次
）
、
静
岡
県
（
吉
田
萬
次
）
、
三
重
県
（
横
山
一
角
）
、

山
梨
県
（
片
田
武
揚
）
、
富
山
県
（
杉
浦
義
信
）
、
福
井
県
（
津
田
龍
平
）
、

石
川
県
（
加
藤
敏
郎
、
加
藤
澄
夫
）
の
八
地
区
で
あ
る
。
前
者
は
京

都
医
学
雑
誌
、
後
者
は
病
理
学
紀
要
に
発
表
さ
れ
た
資
料
を
用
い

た
。［

調
査
方
法
の
概
要
］
十
八
地
区
と
も
調
査
方
法
は
ほ
ぼ
同
じ

11

林
直
助
教
授
の
協
力
と
戦
後
の
研
究
へ
の
寄
与

藤
浪
鑑
教
授
と
が
ん
の
疫
学
調
査
（
二
）

青
木
國
雄

で
、
鈴
木
信
義
の
京
都
府
の
調
査
に
準
じ
て
い
る
が
、
地
域
に
よ

り
一
部
特
殊
な
病
因
調
査
を
追
加
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は

ａ
・
市
町
村
別
に
五
～
十
年
間
の
死
亡
診
断
書
を
閲
覧
、
死
亡
率

を
性
、
年
齢
別
に
検
討
、
ｂ
・
癌
の
部
位
別
頻
度
分
布
の
検
討
、
成

績
を
世
界
各
地
と
比
較
検
討
。
Ｃ
・
癌
の
死
亡
頻
度
と
地
域
の
、
地

勢
、
気
候
、
住
居
環
境
、
排
水
の
良
否
、
飲
料
水
の
質
と
の
関
連
、

ｄ
・
住
民
の
生
活
程
度
、
食
生
活
、
嗜
好
、
飲
酒
、
職
業
と
が
ん
死

亡
の
関
連
ｅ
・
京
都
地
区
で
は
、
大
学
で
の
剖
検
例
と
臨
床
知

見
と
の
比
較
検
討
ｆ
・
肉
腫
の
頻
度
と
そ
の
特
性
、
で
あ
る
。

林
教
授
は
、
藤
浪
教
授
門
下
で
、
藤
浪
教
授
の
企
画
に
積
極
的

に
協
力
し
た
。
鈴
木
信
義
は
名
古
屋
好
生
館
病
院
に
赴
任
し
、
野

村
久
作
の
愛
知
県
の
調
査
を
指
導
し
た
よ
う
で
、
謝
辞
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

［
調
査
結
果
の
概
要
］
各
論
文
と
も
詳
細
な
が
ん
死
亡
の
頻
度
分

布
や
、
町
村
で
の
実
地
調
査
の
詳
細
を
掲
載
し
て
あ
る
。
藤
浪

教
授
は
一
九
二
九
年
の
日
本
病
理
学
会
で
、
香
川
、
奈
良
県
の
結

果
の
発
表
に
当
た
り
、
以
下
の
ご
と
く
要
約
し
て
い
る
。
が
ん
死

亡
頻
度
は
地
域
差
が
大
で
あ
る
が
、
日
本
で
は
、
人
口
十
万
対
六

○
～
九
○
で
、
欧
州
各
地
と
比
べ
大
差
は
な
い
。
年
齢
別
分
布
も
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類
似
し
て
い
る
。
臓
器
別
分
布
は
か
な
り
異
な
り
、
日
本
は
冑
、

肝
、
食
道
が
多
く
、
女
性
の
乳
が
ん
は
少
な
い
。
が
ん
地
図
を
作

っ
た
が
参
考
と
な
ろ
う
。
が
ん
死
亡
率
が
高
い
地
区
は
、
居
住
地

域
が
、
土
地
平
坦
で
海
岸
や
大
河
に
近
く
、
湿
潤
な
低
地
で
、
排

水
の
不
良
の
傾
向
が
あ
る
が
、
絶
対
的
な
条
件
で
は
な
い
。
生
活

習
慣
で
は
、
生
活
水
準
が
高
く
、
美
食
を
好
み
（
魚
肉
食
が
多
く
）
、

飲
酒
が
多
い
地
区
に
、
が
ん
死
亡
は
高
い
傾
向
に
あ
る
。
奈
良
で

は
茶
粥
の
習
慣
が
胃
や
食
道
が
ん
と
関
連
す
る
。
更
に
広
域
に
調

査
し
て
傾
向
を
確
か
め
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
一
九
三
六

年
、
林
教
授
は
日
本
病
理
学
会
で
中
部
八
県
の
が
ん
の
頻
度
分
布

を
総
括
し
お
お
む
ね
藤
浪
教
授
の
発
表
と
変
わ
り
な
い
結
果
を
述

べ
、
発
生
要
因
も
各
地
域
類
似
し
て
い
る
が
、
一
定
し
な
い
も
の

が
多
い
が
、
地
域
で
特
有
の
要
因
も
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

［
考
察
］
こ
の
一
連
の
研
究
は
当
時
と
し
て
は
世
界
的
に
優
れ
た

研
究
で
あ
る
。
た
だ
医
学
統
計
学
が
未
熟
な
時
代
で
、
が
ん
の
頻

度
も
年
齢
構
成
で
標
準
化
さ
れ
ず
、
相
互
比
較
は
正
確
で
は
な

い
。
生
活
習
慣
調
査
も
地
域
単
位
で
、
要
因
の
定
量
化
が
不
十
分

で
拳
の
つ
先
へ
０

前
回
、
こ
う
し
た
研
究
は
中
断
さ
れ
た
と
記
述
し
た
が
、
戦
後

も
名
大
と
京
大
関
係
者
に
よ
り
し
ば
ら
く
続
け
ら
れ
て
い
た
。

一
九
五
三
～
五
五
年
の
厚
生
科
学
研
究
費
に
よ
る
癌
の
疫
学
的
研

究
（
班
長
緒
方
知
三
郎
、
疫
学
担
当
瀬
木
三
雄
）
で
は
全
国
の
大
病
院

の
患
者
調
査
を
し
て
い
る
が
、
こ
の
疫
学
調
査
内
容
は
、
藤
浪
一

門
の
調
査
を
基
礎
に
し
た
と
考
え
ら
れ
、
大
き
な
貢
献
が
あ
っ
た

と
考
え
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
後
は
忘
れ
去
ら
れ
た
の
は
残
念
で

あ
る
。

（
訂
正
”
日
本
医
史
学
雑
誌
四
七
（
三
）
五
六
三
上
四
列
、
二
○
○
一
、

中
川
は
林
の
誤
り
）

（
愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
）


